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3２．６ LOCA時注水機能喪失 評価結果

■事故シーケンスグループの特徴
事故シーケンスグループ「ＬＯＣＡ時注水機能喪失」では，原子炉冷却材圧力バウンダリを
構成する配管の破断が発生後，高圧注水機能及び低圧注水機能が喪失し，かつ，自動減
圧系が機能喪失することを想定する。このため，炉心が露出し，緩和措置が取られない場
合には，炉心がヒートアップし，炉心の著しい損傷に至る。

■炉心損傷防止対策の基本的考え方
本事故シーケンスグループでは，逃がし安全弁の手動操作により原子炉を減圧し，
減圧後に低圧原子炉代替注水系（常設）により炉心を冷却することによって炉心の著し
い損傷の防止を図る。

 評価結果 有効
• 燃料被覆管温度 約805℃（基準：1,200℃以下）
• 燃料被覆管酸化量 1％以下（基準：15％以下）
• 原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる圧力 7.59MPa[gage]

（基準：最高使用圧力の1.2倍（10.34MPa[gage]以下）
• 格納容器圧力・格納容器温度 約427kPa[gage]・約153℃

（基準：限界圧力・温度以下（0.854MPa[gage]・ 200℃以下）
• 要員 30名（当社要員：33名以下）
• 水源 ７日間原子炉への注水量約4200m3（当社容量：約6,700m3以下）
• 燃料 ７日間燃料消費量約690m3 （当社容量：約970m3以下）
• 電源 約230kW（ガスタービン発電機車1台（3200kW））で供給可能）



4LOCA時注水機能喪失（重大事故等対策概要図）

第2.6.1-1図 重大事故等対策概要図



5LOCA時注水機能喪失（対応手順概要）

第2.6.1-2図 LOCA時注水機能喪失の対応手順概要

（減圧失敗の場合） 

（起動失敗の場合） 

解析上の時刻

（0 秒）

（約 30 分） 

中小破断ＬＯＣＡ 

原子炉隔離時冷却系起動失敗を確認※５

原子炉水位低レベル２（-112cm） 

低圧原子炉代替注水系（常設）による 

原子炉への注水確認※14

高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系， 

低圧注水系起動失敗を確認※４

原子炉水位低レベル３（+16cm） 

非常用ディーゼル発電機等自動起動を確認※７

全給水喪失を確認※２

解析上の時刻 

（約 28 時間）

原子炉スクラムを確認※１

対策要員の招集 

格納容器隔離弁 

閉止 

非常用ガス処理系 

起動 

格納容器圧力高 13.7kPa[gage] 

原子炉水位 有効燃料棒頂部（-427cm） 

（約 10 分） 

原子炉隔離時冷却系 

手動起動※３

ＰＣＶ内漏えいを確認※８

ＰＣＶ内漏えい 

隔離操作 

凡例

：操作・確認

：判断

：プラント状態（解析）

：緊急時対策要員の作業

：解析上考慮しない操作・確認

全給水喪失 

※１：原子炉水位低レベル３（+16cm）にて，原子炉スクラム 

〔確認項目〕 

平均出力領域計装，制御棒位置により確認 

※２：〔確認項目〕 

原子炉水位計（広帯域），原子炉給水流量計により確認 

※３：給・復水系が正常でない場合，手動起動する。 

※４：〔確認項目〕 

高圧炉心スプレイポンプ出口流量計，原子炉水位計（広帯 

域），低圧炉心スプレイポンプ出口圧力計，残留熱除去ポンプ出口圧力計により確認 

※５：〔確認項目〕 

原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量計，原子炉水位計（広帯域）により確認 

※６：逃がし安全弁が自動で開閉を繰り返している場合は，手動で約 6.34MPa[gage]付近まで減圧する。 

〔確認項目〕 

原子炉圧力計により確認 

※７：外部電源喪失による非常用ディーゼル発電機等自動起動 

〔確認項目〕 

非常用ディーゼル発電機電圧計，非常用高圧母線電圧計等により確認 

※８：〔確認項目〕 

ドライウェル圧力計，サプレッション・チェンバ圧力計，ドライウェル温度計，サプレッション・チェンバ温度計，

ドライウェル床ドレンサンプ水位計，原子炉圧力計，原子炉水位計（広帯域）により確認 

※９：〔確認項目〕 

6.9kV 緊急用母線電圧計により確認 

※10：〔確認項目〕 

460V２ＳＡ母線電圧計により確認 

※11：〔確認項目〕 

低圧原子炉代替注水ポンプ出口圧力計により確認 

※12：〔確認項目〕 

低圧原子炉代替注水槽水位計により確認 

※13：〔確認項目〕 

原子炉圧力計により確認 

※14：〔確認項目〕 

低圧原子炉代替注水流量計，原子炉水位計（燃料域） 

により確認 

※15：原子炉水位不明は以下で判断 

・原子炉水位計の電源が喪失した場合 

・各原子炉水位計の指示値に差異があり，原子炉水位が有

効燃料棒頂部以上であることが判定できない場合 

・水位不明判断曲線の「水位不明領域」に入った場合 

〔確認項目〕 

原子炉圧力計，ドライウェル温度計 

※16：〔確認項目〕 

低圧原子炉代替注水流量計，原子炉水位計（広帯域） 

により確認 

※17：中央制御室からの起動操作及び現場確認等の機能回復 

を試みる。 

非常用炉心冷却系 

回復操作※17

残留熱除去系 

復旧作業 

（空調系確保）（格納容器隔離）

（原子炉注水） 

※18：〔確認項目〕 

ドライウェル圧力計，サプレッション・チェンバ 

圧力計によりを確認 

※19：〔確認項目〕 

格納容器雰囲気モニタにより確認 

※20：〔確認項目〕 

ドライウェル水位計，サプレッション・プール水 

位計により確認 

ＬＯＣＡ時注水機能喪失を判断

（格納容器除熱） （燃料確保操作）

（水源確保操作） 格納容器圧力 245kPa[gage]

格納容器フィルタベント系による 

格納容器ベント(Ｗ／Ｗ)※18※20

格納容器ベント準備※18 

燃料破損なしを確認※19

格納容器水位が 

格納容器ベントライン以下を確認※20

格納容器圧力 427kPa[gage]

送水車，水中ポンプ車

による低圧原子炉代替

注水槽への補給準備 

送水車，水中ポンプ車

による低圧原子炉代替

注水槽への補給操作※12

ガスタービン発電機車

への燃料補給準備 

ガスタービン発電機車

への燃料補給操作 

送水車，水中ポンプ車

への燃料補給操作 

送水車，水中ポンプ車

への燃料補給準備 

（格納容器ベント(Ｗ／Ｗ)失敗の場合）

ガスタービン発電機車起動※９

ＳＡ低圧母線受電※10

低圧原子炉代替注水系（常設）起動※11 

低圧原子炉代替 

注水系（可搬型） 

による原子炉注水 

（非常用炉心冷却系回復操作） （ＰＣＶ内漏えい隔離操作）

逃がし安全弁による原子炉減圧※13

低圧原子炉代替注水系（常設）により 

原子炉水位低レベル３（+16cm）から 

原子炉水位高レベル８（+132cm）に維持※16

原子炉水位 有効燃料棒頂部（-427cm）以上 

回復を確認※14

事象判定プロセス

事象発生

格納容器バイパス PCV 外漏えい 

原子炉自動

スクラム

原子炉手動

スクラム

未臨界確認

原子炉停止機能喪失
NO NO 

YES

(原子炉出力)

(原子炉水位)

(電源) 

(格納容器) 

(二次格納容器)

NO NO 

YES YES

NO NO 

YES YES

YES

ＬＯＣＡ PCV 内漏えい 

YES

NO 

YES

NO 

RSW 

起動

RHR 

起動

崩壊熱除去機能喪失 

（取水機能喪失） 

崩壊熱除去機能喪失 

（残留熱除去系故障）

格納容器除熱 

全交流動力電源喪失

交流電源 

あり

直流電源 

あり

電源確保

全交流動力電源喪失

（直流電源喪失）

原子炉手動

減圧可能

高圧注水 

系統起動

低圧 ECCS 

起動
高圧・低圧注水機能喪失

L3～L8 維持 

NO 
高圧注水・減圧機能喪失

YES

主蒸気隔離弁閉止を確認

逃がし安全弁による 

原子炉圧力制御を確認※６ 

残留熱除去系により 

原子炉及び格納容器の長期安定状態維持 

（約 2 分） 

（約 1 分） 

代替減圧手段 

による原子炉減圧 

格納容器フィルタ 

ベント系による 

格納容器ベント(Ｄ／Ｗ)

（約 18 分） 

(原子炉水位不明の場合) 

原子炉満水操作 

原子炉水位判明を確認※15



6LOCA時注水機能喪失（解析結果）

第2.6.2-1(2)図 原子炉水位（シュラウド内水位）の推移第2.6.2-1(1)図 原子炉圧力の推移



7LOCA時注水機能喪失（解析結果）

第2.6.2-1(3)図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 第2.6.2-1(4)図 注水流量の推移



8LOCA時注水機能喪失（解析結果）

第2.6.2-1(5)図 蒸気流出流量の推移 第2.6.2-1(6)図 原子炉冷却材保有水量の推移



9LOCA時注水機能喪失（解析結果）

第2.6.2-1(7)図 燃料被覆管温度の推移



10LOCA時注水機能喪失（解析結果）

第2.6.2-1(8)図 熱伝達係数（燃料被覆管最高温度発生位置）
の推移

第2.6.2-1(9)図 ボイド率（燃料被覆管最高温度発生位
置）の推移



11LOCA時注水機能喪失（解析結果）

第2.6.2-1(10)図 ボイド率（高出力燃料集合
体）の推移

第2.6.2-1(11)図 ボイド率（炉心下部プレナム
部）の推移



12LOCA時注水機能喪失（解析結果）

第2.6.2-1(12)図 燃料被覆管温度と燃料被覆管の円周方向の応
力の関係



13LOCA時注水機能喪失（解析結果）

第2.6.2-1(13)図 原子炉格納容器圧力の推移 第2.6.2-1(14)図 原子炉格納容器温度の推移



14LOCA時注水機能喪失（解析結果）

第2.6.2-1(15)図 サプレッション・チェンバ水位の
推移

第2.6.2-1(16)図 サプレッション・チェンバ水温の推移



15LOCA時注水機能喪失（水源に関する評価）

事象発生30分後からの運転を想定して，７日間の原子炉への注水量は4,141m3必要となる。

７日間の原子炉への注水量は4,141m3となるが，本重要事故シーケンスにおける使用する水源
の貯水量は合計6,740m3であり，供給可能である。



16LOCA時注水機能喪失（作業と所要時間）

第2.6.2-1(3)図 ＬＯＣＡ時注水機能喪失の作業と所要時間



17LOCA時注水機能喪失（燃料消費に関する評価）

使用機器
事故発生後

継続使用時間

燃料消費量

燃費×台数×運転時間

非常用ディーゼル発電機 ７日間

Ａ：1.39m3/h×１台×168h＝233.52m3

Ｂ：1.14m3/h×１台×168h＝191.52m3

（オートピックアップ負荷）

高圧炉心スプレイ系

ディーゼル発電機
10時間

0.955 m3/h×１台×10h＝9.55m3

（オートピックアップ負荷）

ガスタービン発電機車
10分後～１時間後
１時間後～７日後

1.39m3/h×２台×1h＝2.78m3

1.39m3/h×１台× 167h＝232.13m3

送水車 ４時間後～７日後 0.025m3/h×１台×164h＝4.1m3

水中ポンプ車 ４時間後～７日後 0.0082m3/h×１台×164h＝1.35m3

7日間の
燃料消費量合計

674.95m3

判定

発電所構内に貯蔵している燃料の合計容

量は973.3m3であり，７日間の事故収束対

応に必要な燃料量を確保している。



18LOCA時注水機能喪失（電源に関する評価）

主要負荷リスト
電源設備：ガスタービン発電機車 定格出力：6,400kW（8,000kVA）

短時間過負荷耐量：12,000kVA

起動
順序 主要機器

定格容量 負荷起動時の
最大負荷容量

(kVA)
(kW) (kVA)

① 低圧原子炉代替注水ポンプ 210 263 1,707

② 低圧原子炉代替注水設備非常用送風機 15 19 419
合計 225 282



19２．７ 格納容器バイパス（IS(ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｼｽﾃﾑ)ＬＯＣＡ） 評価結果

事故シーケンスグループの特徴
格納容器バイパス（インターフェイスシステムＬＯＣＡ）では，原子炉の出力運転中に，
原子炉冷却材圧力バウンダリと接続された系統において，高圧設計部分と低圧設計
部分を分離するための隔離弁の誤開等により，低圧設計部分が過圧されることにより破
損し， 冷却材が原子炉格納容器外へ漏えいする。 このため，緩和措置が取られない場
合には，冷却材の原子炉格納容器外への漏えいが継続し，炉心損傷に至る。

 炉心損傷防止対策の基本的考え方
本事故シーケンスグループでは，逃がし安全弁の手動操作により原子炉を減圧し，漏
えいを抑制することにより炉心の著しい損傷を防止する。また，漏えい箇所を隔離する
ことによって，格納容器外へ冷却材の流出の防止を図る。

 評価結果 有効
• 燃料被覆管温度 初期値以下（基準：1200℃以下）
• 燃料被覆管酸化量 増加しない（基準：15％以下）
• 原子炉冷却材圧力バウンダリにかかる圧力 7.59MPa[gage]

（基準：最高使用圧力の1.2倍（10.34MPa[gage]）
• 要員 10名（当社要員：33名以下）
• 水源 ７日間注水運転計測実施可能（水源：サプレッション・チェンバ）
• 燃料 ７日間燃料消費量約970m3 （当社容量：約970m3以下）
• 電源 供給可能（外部電源あり）



20格納容器バイパス （ＩＳ-ＬＯＣＡ） （重大事故等対策概要図）

第2.7.1-1図 重大事故等対策概要図



21格納容器バイパス （ＩＳ-ＬＯＣＡ） （対応手順）

第2.7.1-2図 格納容器バイパス（インターフェイスシステムLOCA）時の対応手順概要
第 2.7.1 2 図 格納容器バイパス（インターフェイスシステムＬＯＣＡ）時の対応手順概要

解析上の時刻 

（0秒） 

インターフェイスシステムＬＯＣＡ 

原子炉水位低レベル１Ｈ(-261cm） 

（約 21 秒）

原子炉隔離時冷却系自動起動を確認※４

対策要員の招集 

※１：原子炉水位低レベル３（+16cm）にて，原子炉スクラム 

〔確認項目〕 

平均出力領域計装，制御棒位置により確認 

※２：〔確認項目〕 

原子炉水位計（広帯域），原子炉給水流量計により確認 

※３：給・復水系が正常でない場合，手動起動する。 

※４：復水貯蔵タンク水位低水源切替信号が発生した場合，吸込ラインをサプレッション・チェンバ側に切替る。

〔確認項目〕 

原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量計，原子炉水位計（広帯域）により確認 

※５：逃がし安全弁が自動で開閉を繰り返している場合は，手動で約 6.34MPa 付近まで減圧する。 

〔確認項目〕 

原子炉圧力計により確認 

※６：外部電源により非常用高圧母線が受電されていることを確認する。 

〔確認項目〕 

非常用高圧母線電圧計等により確認 

※７：原子炉水位が低下している場合，手動起動する。 

※８：復水貯蔵タンク水位低水源切替信号が発生した場合，吸込ラインがサプレッション・チェンバ側に切替わることを確認する。 

〔確認項目〕 

高圧炉心スプレイポンプ出口流量計，原子炉水位計（広帯域）により確認 

※９：〔確認項目〕 

原子炉水位計（広帯域），原子炉圧力計，残留熱除去ポンプ出口圧力計，残留熱除去ポンプ室エリアモニタにより確認 

※10：残留熱除去系の自動隔離状態の確認及び実施可能な範囲で漏えい箇所の隔離操作をする。

※11：誤開放した残留熱除去系注水弁の中央制御室での隔離失敗を想定する。 

〔確認項目〕 

原子炉水位計（広帯域），原子炉圧力計，残留熱除去ポンプ出口圧力計，残留熱除去ポンプ室エリアモニタにより確認 

※12：減圧前に原子炉水位を高めに維持する。 

原子炉内の保有熱を格納容器へ排出し，高圧炉心スプレイ系からの注水により継続的に炉心を冷却する。 

〔確認項目〕 

原子炉圧力計により確認 

※13：原子炉圧力低下に伴う停止 

〔確認項目〕 

原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量計により確認 

※14：原子炉水位不明は以下で判断 

・原子炉水位計の電源が喪失した場合 

・各原子炉水位計の指示値に差異があり，原子炉水位が有効燃料棒頂部以上であることが判定 

できない場合 

・水位不明判断曲線の「水位不明領域」に入った場合 

〔確認項目〕 

原子炉圧力計，ドライウェル温度計 

※15：〔確認項目〕 

高圧炉心スプレイポンプ出口流量計，原子炉水位計（広帯域）により確認 

非常用ガス処理系 

起動 

格納容器隔離弁 

閉止 

主蒸気隔離弁閉止を確認

逃がし安全弁による 

原子炉圧力制御を確認※５ 

（空調系確保）（格納容器隔離）

原子炉水位低レベル３（+16cm）

全給水喪失を確認※２

原子炉スクラムを確認※１

凡例

：操作・確認

：判断

：プラント状態（解析）

：緊急時対策要員の作業

：解析上考慮しない操作・確認

残留熱除去系からの漏えいを確認※９

原子炉水位低下継続を確認※４ 

逃がし安全弁による原子炉減圧※12

（約 30 分）

交流電源ありを確認※６

高圧炉心スプレイ系により※15

原子炉水位低レベル３（+16cm）から 

原子炉水位高レベル８（+132cm）に維持 

原子炉隔離時冷却系停止を確認※13 

※16：サプレッション・プール水温度が 35℃以上の場合サプレッション・プール水冷却を行う。 

〔確認項目〕 

残留熱除去ポンプ出口圧力計により確認 

※17：〔確認項目〕 

残留熱除去ポンプ出口流量計，サプレッション・プール水温度計によりを確認 

※18：格納容器圧力 13.7kPa[gage]以上又はサプレッション・チェンバ温度が 104℃に到達する前に，サプレッショ 

ン・プール水冷却と並行して，サプレッション・チェンバスプレイを作動させる。 

※19：残留熱除去系注水弁を閉止する。 

※20：漏えいが停止していることを確認する。 

〔確認項目〕 

原子炉水位計（広帯域），原子炉圧力計，残留熱除去ポンプ出口圧力計，残留熱除去ポンプ室エリアモニタに 

より確認 

全給水喪失 

高圧炉心スプレイ系自動起動を確認※８

原子炉水位低レベル２(-112cm） 

高圧炉心スプレイ系，原子炉隔離時冷却系により

原子炉水位低レベル３（+16cm）から 

原子炉水位高レベル８（+132cm）に維持※４，※８

（約 9分）

残留熱除去系隔離操作※10

（漏えい箇所隔離操作）

中央制御室での 

残留熱除去系の隔離失敗※11

現場での残留熱除去系隔離操作※19

残留熱除去系からの漏えい停止確認※20

残留熱除去系（健全側）起動※16

残留熱除去系による 

サプレッション・プール水冷却※17

（格納容器除熱）

格納容器フィルタベント系

による格納容器除熱 

残留熱除去系による 

サプレッション・チェンバ

スプレイ※18

格納容器バイパスを判断

事象判定プロセス

事象発生

格納容器バイパス PCV 外漏えい 

原子炉自動

スクラム

原子炉手動

スクラム

未臨界確認

原子炉停止機能喪失

NO NO 

YES

(原子炉出力)

(原子炉水位)

(電源) 

(格納容器) 

(二次格納容器)

NO NO 

YES YES

NO NO 

YES YES

YES

ＬＯＣＡ PCV 内漏えい 

YES

NO 

YES

NO 

RSW 

起動

RHR 

起動

崩壊熱除去機能喪失 

（取水機能喪失） 

崩壊熱除去機能喪失 

（残留熱除去系故障）

格納容器除熱 

全交流動力電源喪失

交流電源 

あり

直流電源 

あり

電源確保

全交流動力電源喪失

（直流電源喪失）

原子炉手動

減圧可能

高圧注水 

系統起動 

低圧 ECCS 

起動
高圧・低圧注水機能喪失

L3～L8 維持 

NO 
高圧注水・減圧機能喪失

YES

（減圧失敗の場合） 

高圧炉心スプレイ系 

手動起動※７

原子炉隔離時冷却系 

手動起動※３

（漏えい量抑制のための原子炉減圧操作） 

残留熱除去系により 

原子炉及び格納容器の長期安定状態維持 

（起動失敗の場合） 

代替減圧手段 

による原子炉減圧 

（約 3 時間） 

(原子炉水位不明の場合) 

原子炉満水操作 

原子炉水位判明を確認※14



22格納容器バイパス （ＩＳ-ＬＯＣＡ） （解析結果 ）

第2.7.2-1(1)図 原子炉圧力の推移
第2.7.2-1(2)図 原子炉水位（シュラウド内水位）

の推移



23格納容器バイパス （ＩＳ-ＬＯＣＡ） （解析結果 ）

第2.7.2-1(3)図 原子炉水位（シュラウド内外水位）の推移 第2.7.2-1(4)図 注水流量の推移



24格納容器バイパス （ＩＳ-ＬＯＣＡ） （解析結果 ）

第2.7.2-1(5)図 蒸気流出流量の推移 第2.7.2-1(6)図 原子炉冷却材保有水量の推移



25格納容器バイパス （ＩＳ-ＬＯＣＡ） （解析結果 ）

第2.7.2-1(7)図 燃料被覆管温度の推移



26格納容器バイパス （ＩＳ-ＬＯＣＡ） （解析結果 ）

第2.7.2-1(8)図 ボイド率（高出力燃料集合体）
の推移

第2.7.2-1(9)図 ボイド率（炉心下部プレナム
部）の推移



27格納容器バイパス （ＩＳ-ＬＯＣＡ） （解析結果 ）

第2.7.2-1(10)図 破断流量の推移



28

使用機器
事故発生後
継続使用時間

燃料消費量
燃費×台数×運転時間

高圧炉心スプレイ系
ディーゼル発電機

10時間 0.955 m3/h×１台×10h＝9.55m3

（オートピックアップ負荷）

7日間の
燃料消費量合計

9.55m3

判定

発電所構内に貯蔵している燃料の
合計容量は973.3m3であり，７日

間の事故収束対応に必要な燃料
量を確保している。

格納容器バイパス （ＩＳ‐ＬＯＣＡ） （燃料評価結果）



29格納容器バイパス （ＩＳ‐ＬＯＣＡ） （作業と所要時間）

第2.7.1-3図 ＩＳＬＯＣＡ時の作業と所要時間



30３．２ 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 評価結果

格納容器破損モードの特徴
安全機能の喪失が重畳して，圧力容器が高い圧力の状態で損傷し，緩和措置がと
られない場合には，溶融炉心，水蒸気等が急速に放出され，格納容器に熱的，機械
的負荷が発生して，格納容器破損に至る。

格納容器破損防止の基本的考え方
本格納容器破損モードでは，圧力容器破損までに逃がし安全弁の手動操作にて原
子炉を減圧することによって，格納容器破損の防止を図る。

評価結果 有効
・原子炉圧力 約0.1MPa[gage](圧力容器破損に至る約5.5時間時点

（判定基準：圧力容器破損時2.0MPa[gage]以下）
・要員 28名（当社要員：33名以下）
・水源 ７日間注水量約5,500m3（当社容量：約6,000m3）
・燃料 ７日間運転継続必要軽油量約710m3（当社容量：約970m3）
・電源 非常用ディーゼル発電機による電源供給可能



31高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱（重大事故等対策概要図）

第3.2.1-1図 重大事故等対策概要図



32

第3.2.1-2図 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱の対応手順概要

高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱（対応手順概要）

原子炉スクラムを確認※１

原子炉水位低レベル３（+16cm） 

全給水喪失 

原子炉水位低レベル２（-112cm）

原子炉隔離時冷却系起動失敗を確認※４

（原子炉注水）

非常用ディーゼル発電機等自動起動を確認※６

燃料破損を確認※16

全給水喪失を確認※２

低圧炉心スプレイ系，低圧注水系 

起動失敗を確認※10

低圧原子炉代替注水系 

起動失敗を確認 

ガスタービン発電機車起動※11

ＳＡ低圧母線受電※12

逃がし安全弁による原子炉減圧 

原子炉圧力容器破損※20 

ペデスタル代替注水系（大量送水車）

によるペデスタル初期注水※19
（約４時間）

（約 5.5時間）

対策要員の招集 

原子炉隔離時冷却系 

手動起動※３

非常用ガス処理系

起動 
格納容器隔離弁 

閉止 

主蒸気隔離弁閉止を確認

逃がし安全弁による 

原子炉圧力制御を確認※５ 

（空調系確保）（格納容器隔離） 

ガスタービン発電機車

への燃料補給準備 

ガスタービン発電機車

への燃料補給操作 

大量送水車への 

燃料補給準備 

（燃料確保操作）

（除熱機能確保操作）

ペデスタル代替注水系及び 

格納容器代替スプレイ系 

（大量送水車） 

起動準備及び系統構成 

損傷炉心冷却失敗を確認※17

原子炉水位 燃料有効長下端より燃料

有効長の 20％高い位置(－724cm)※14※15

（燃料確保操作）

中央制御室換気系起動 

（中央制御室空調系確保） 

凡例

：操作・確認

：プラント状態（解析）

：判断

：緊急時対策要員の作業

：解析上考慮しない操作・確認

※１：原子炉水位低レベル３（+16cm）にて，原子炉スクラム 

〔確認項目〕 

平均出力領域計装，制御棒位置により確認 

※２：〔確認項目〕 

原子炉水位計（広帯域），原子炉給水流量計により確認 

※３：給・復水系が正常でない場合，手動起動する。 

※４：〔確認項目〕 

原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量計，原子炉水位計（広帯域）により確認 

※５：〔確認項目〕 

原子炉圧力計により確認 

※６：外部電源喪失による非常用ディーゼル発電機等自動起動 

〔確認項目〕 

非常用ディーゼル発電機電圧計，非常用高圧母線電圧計等により確認 

※７：原子炉隔離時冷却系が正常でない場合，手動起動する。 

※８：〔確認項目〕 

高圧炉心スプレイポンプ出口流量計，原子炉水位計（広帯域）により確認 

※９：高圧炉心スプレイ系が正常でない場合，手動起動する。 

※10：〔確認項目〕 

低圧炉心スプレイポンプ出口圧力計，残留熱除去ポンプ出口圧力計により確認 

※19：ペデスタルへの注水量は 120m3/h とし，ペデスタルの床面から 3.7m まで初期水張りを行う。 

原子炉圧力容器破損後は崩壊熱による蒸発量相当を注水する。 

〔確認項目〕 

ペデスタル代替注水流量計，ペデスタル水位計，ペデスタル温度計により確認 

※20：〔確認項目〕 

原子炉圧力計，ドライウェル圧力計，ペデスタル温度計，原子炉水位計（燃料域），ドライウェル温度計，サプレッション・ 

プール水温度計，ドライウェル水素濃度計により確認 

高圧・低圧注水機能喪失を判断

代替減圧手段による 

原子炉減圧 
燃料破損

（約１時間）

（約 1.1 時間）

事象判定プロセス

事象発生

格納容器バイパス PCV 外漏えい 

原子炉自動

スクラム

原子炉手動

スクラム

未臨界確認

原子炉停止機能喪失
NO NO 

YES

(原子炉出力)

(原子炉水位)

(電源) 

(格納容器) 

(二次格納容器)

NO NO 

YES YES

NO NO 

YES YES

YES

ＬＯＣＡ PCV 内漏えい 

YES

NO 

YES

NO 

RSW 

起動

RHR 

起動

崩壊熱除去機能喪失 

（取水機能喪失） 

崩壊熱除去機能喪失 

（残留熱除去系故障）

格納容器除熱 

全交流動力電源喪失

交流電源 

あり

直流電源 

あり

電源確保

全交流動力電源喪失

（直流電源喪失）

原子炉手動

減圧可能

高圧注水 

系統起動 

低圧 ECCS 

起動
高圧・低圧注水機能喪失

L3～L8 維持 

NO 
高圧注水・減圧機能喪失

YES

解析上の時刻

（0 秒） 

非常用炉心冷却系 

回復操作※13

（非常用炉心冷却系回復操作） 

（減圧失敗の場合）

制御棒駆動水圧系， 

ほう酸水注入系 

による原子炉注水 

（ペデスタル注水） 

大量送水車への 

燃料補給操作 

高圧炉心スプレイ系起動失敗を確認※８

原子炉ウェル代替注水系 

による原子炉ウェル注水

低圧原子炉代替注水系（常設）

によるペデスタル注水 

及び格納容器スプレイ※18

※14：原子炉減圧時における炉心の蒸気冷却効果及び水素発生量増加の観点から，適切な時期

で原子炉減圧を行う水位として設定 

※15：原子炉水位計（燃料域）により，シュラウド内水位が「燃料有効長下端より燃料有効長

の 20％高い位置（－724cm）」に到達した時点で原子炉減圧を行う。 

   〔確認項目〕 

原子炉圧力計，原子炉水位計（燃料域）により確認 

※16：格納容器内γ線線量率が各種設計基準事故時に想定される値の 10 倍以上で，燃料破損

を確認する。 

〔確認項目〕 

格納容器雰囲気モニタにより確認 

（原子炉ウェル注水操作）

原子炉水位低レベル１Ｈ（-261cm） 高圧炉心スプレイ系 

手動起動※７

原子炉水位低レベル１（-381cm） 低圧炉心スプレイ系 

低圧注水系手動起動※９

※11：〔確認項目〕 

6.9kV 緊急用母線電圧計により確認 

※12：〔確認項目〕 

460V２ＳＡ母線電圧計により確認 

※13：中央制御室からの起動操作及び現場確認等の機能回復を試みる。 

（損傷炉心への初期注水操作） 

可搬式窒素供給装置

による窒素供給準備

（窒素供給操作） 

水素濃度測定装置 

による水素濃度測定

準備 

（水素濃度測定操作） 

※17：〔確認項目〕 

原子炉水位計（燃料域），原子炉圧力容器温度計，格納容器雰囲気モニタ， 

ドライウェル水素濃度計，サプレッション・チェンバ水素濃度計により確認 

※18：低圧原子炉代替注水ポンプが起動している場合は，低圧原子炉代替注水系（常設） 

によるペデスタル注水及び格納容器スプレイを行う。 

（約 10分）



33高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱（解析結果）

第3.2.2-1(1)図 原子炉圧力の推移 第3.2.2-1(2)図 原子炉水位の推移



34高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱（作業と所要時間）

第3.2.1-3図 高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱の作業と所要時間



35高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 水源評価結果

本格納容器破損モードでは４時間後からペデスタル注水（注水量158m3）を実施する。
その後７日間で想定される対策及び注水量として以下が考えられる。

対策 注水量

格納容器スプレイ 3,842m3

崩壊熱に応じたペデスタルへの注水量 1,336m3

原子炉ウェル注水量 80m3

７日間の総注水量 5,416m3

判定
本格納容器破損モードにおける使用す
る水源の貯水量の合計は6,000m3であ
り，供給可能である。



36高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱 燃料評価結果

使用機器
燃料消費量

燃費×台数×運転時間

ガスタービン発電機車１台 1.39m3/h×１台×168h＝233.52m3

Ａ－非常用ディーゼル発電機 1.39m3/h×１台×168h＝233.52m3

Ｂ－非常用ディーゼル発電機 1.14m3/h×１台×168h＝191.52m3

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機 0.995m3/h×１台×10h＝9.55m3

大量送水車２台 0.06m3/h×２台×168h＝20.16m3

7日間の
燃料消費量合計

688.27m3

判定
発電所構内に貯蔵している燃料の合計容量
は973.3m3であることから，７日間の事故収束
対応に必要な燃料量を確保している。

本格納容器破損モードでは全交流動力電源の喪失は想定していないが，全交流動力
電源喪失を仮定し，以下機器を運転するとして評価する。



37
3.3 原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用 評価結果

格納容器破損モードの特徴
安全機能の喪失が重畳して圧力容器が破損し，溶融炉心と圧力容器外の冷却水が
接触して一時的な圧力の急上昇が生じた場合に，発生するエネルギが大きい場合に
は，構造物が破壊され，格納容器の破損に至る可能性がある。

格納容器破損防止の基本的考え方
溶融燃料－冷却材相互作用のうち，水蒸気爆発は，圧力容器から落下する溶融炉
心が細粒化して水中に分散する際に蒸気膜を形成し，この蒸気膜が何らかの外乱が
加わることによって崩壊し，周囲に瞬時に拡大・伝播することに伴い大きなエネルギが
発生する現象であるが，実機においては，ペデスタルで外乱が加わる要素は考えにく
い。よって，実機において大規模な水蒸気爆発に至る可能性は極めて小さいと考えら
れる。
知見の整理
溶融燃料－冷却材相互作用の知見を整理した結果，実機においては大規模な水蒸
気爆発に至る可能性は極めて小さいと評価
 評価結果 有効
・格納容器圧力
圧力上昇は見られるものの，限界圧力（853kPa[gage]）に対しては低い

・事故評価シーケンス，要員，水源，燃料，電源
「（3.2）高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」と同様



38原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用（解析結果）

第3.3.2-1(1)図 原子炉圧力の推移 第3.3.2-1(2)図 原子炉水位の推移



39原子炉圧力容器外の溶融燃料－冷却材相互作用（解析結果）

第3.3.2-1(3)図 格納容器圧力の推移



40３．４ 水素燃焼 評価結果

格納容器破損モードの特徴
格納容器内に酸素等の反応性のガスが混在していると，金属－水反応等によって
発生した水素と反応することによって激しい燃焼が生じ，格納容器破損に至る。

格納容器破損防止の基本的考え方
窒素置換による格納容器内雰囲気の不活性化によって，格納容器破損の防止を
図る。

 評価結果 有効
・酸素濃度の最大値 約4.1vol％（５vol％以下に維持）
・水素及び酸素の可燃限界 水素濃度４vol％以上かつ酸素濃度５vol％以上

・事故評価シーケンス，要員，水源，燃料，電源
「（3.1）雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」と同様



41水素燃焼（重大事故対策概要図）

第3.4.1-1(1)図 重大事故対策概要図（１／２）



42水素燃焼（重大事故対策概要図）

第3.4.1-1(2)図 重大事故対策概要図（２／２）



43水素燃焼（対応手順概要）

※13：注入開始 30 分は最大流量とし，その後は崩壊熱による蒸発量相当 

の注水を継続する。 

〔確認項目〕 

低圧原子炉代替注水流量計，原子炉水位計（燃料域）により確認 

※14：〔確認項目〕 

低圧原子炉代替注水槽水位計により確認 

※15：中央制御室にて機器の自動起動阻止を行う。 

※16：〔確認項目〕 

非常用高圧母線電圧計により確認 

※17：中央制御室からの起動操作及び現場確認等の機能回復を試みる。 

※18：〔確認項目〕 

原子炉水位計（燃料域），原子炉圧力容器温度計，格納容器雰囲気モニタ，ドライウェル水素濃度計， 

サプレッション・チェンバ水素濃度計により確認 

※19：〔確認項目〕 

ペデスタル温度計，サプレッション・プール水温度計，ドライウェル水素濃度計，原子炉水位計（燃料域）， 

原子炉圧力計，ドライウェル圧力計， ドライウェル温度計により確認 

解析上の時刻 

（０秒）

（約 28 時間）

大破断ＬＯＣＡ 

原子炉スクラムを確認※２

格納容器代替スプレイ系（大量送水車）による

格納容器スプレイ（間欠スプレイ）※20

格納容器圧力 640kPa[gage] 

高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系， 

低圧注水系起動失敗を確認※４

低圧原子炉代替注水系（常設）起動※13 

ガスタービン発電機車起動※11

（約 30 分） 

格納容器代替スプレイ系

（大量送水車） 

起動準備及び系統構成 

外部水源総注水量 4,000ｍ３到達※22（約 73 時間）

格納容器フィルタベント系による 

格納容器ベント(Ｗ／Ｗ)※23

原子炉水位低レベル３（+16cm） 

格納容器圧力高 13.7kPa[gage] 

全給水喪失 

原子炉水位低レベル２（-112cm）

原子炉隔離時冷却系起動失敗を確認※６ 主蒸気隔離弁閉止 

を確認

ＰＣＶ内漏えいを確認※９

非常用ディーゼル発電機等起動失敗を確認※７

ガスタービン発電機車 

への燃料補給準備 

ガスタービン発電機車 

への燃料補給操作 

大量送水車への 

燃料補給操作 

大量送水車への 

燃料補給準備 

（燃料確保操作）

非常用炉心冷却系 

回復操作※17 

（非常用炉心冷却系回復操作） 

送水車，水中ポンプ車 

による低圧原子炉代替 

注水槽への補給準備 

送水車，水中ポンプ車 

による低圧原子炉代替 

注水槽への補給操作※14

（水源確保操作）

ＰＣＶ内漏えい隔離操作 

損傷炉心冷却成功を確認※18

原子炉圧力容器健全を確認※19

（除熱機能確保操作）

（電源確保操作）

非常用ガス処理系

起動※１

格納容器隔離弁 

閉止※１

（空調系確保）（格納容器隔離） 

残留熱除去系 

復旧作業 

残留熱除去系により 

原子炉及び格納容器の長期安定状態維持 

凡例

：操作・確認

：プラント状態（解析）

：判断

：緊急時対策要員の作業

：解析上考慮しない操作・確認

燃料破損を確認※10

※１：非常用電源確保後に実施 

※２：原子炉水位低レベル３（+16cm）及び格納容器圧力高(13.7kPa[gage])にて，原子炉スクラム 

〔確認項目〕 

平均出力領域計装，制御棒位置により確認 

※３：〔確認項目〕 

原子炉水位計（燃料域），原子炉給水流量計により確認 

※４：〔確認項目〕 

高圧炉心スプレイポンプ出口流量計，低圧炉心スプレイポンプ出口圧力計，残留熱除去ポンプ出口圧力計，原子炉水位計（燃料域）により確認 

※５：給・復水系及び非常用炉心冷却系が正常でない場合，手動起動する。 

※６：〔確認項目〕 

原子炉隔離時冷却ポンプ出口流量計，原子炉水位計（燃料域）により確認 

※７：外部電源喪失にて，非常用ディーゼル発電機等の自動起動信号が発生する。 

〔確認項目〕 

非常用ディーゼル発電機電圧計，非常用高圧母線電圧計等により確認 

※８：計器の指示値，直流照明の点灯状況等により確認 

※９：〔確認項目〕 

ドライウェル圧力計，サプレッション・チェンバ圧力計，ドライウェル温度計，サプレッション・チェンバ温度計，ドライウェル床ドレンサンプ 

水位計，原子炉圧力計，原子炉水位計（燃料域）により確認 

※10：格納容器内γ線線量率が各種設計基準事故時に想定される値の 10 倍以上で，燃料破損を確認する。 

〔確認項目〕 

格納容器雰囲気モニタにより確認 

※11：〔確認項目〕 

6.9kV 緊急用母線電圧計により確認 

※12：〔確認項目〕 

460V２ＳＡ母線電圧計により確認 

全給水喪失を確認※３

低圧原子炉代替注水系 

（可搬型）による原子炉注水

格納容器フィルタ 

ベント系による 

格納容器ベント(Ｄ／Ｗ)

ＳＡ低圧母線受電※12

低圧原子炉代替注水系（常設）による 

原子炉への注水確認※13

非常用高圧母線受電※16

制御棒駆動水圧系，

ほう酸水注入系 

による原子炉注水 

（中央制御室空調系確保） 

燃料破損 

対策要員の招集 

（漏えい隔離操作） 

ＬＯＣＡ時注水機能喪失，

全交流動力電源喪失を判断

事象判定プロセス

事象発生

格納容器バイパス PCV 外漏えい 

原子炉自動

スクラム

原子炉手動

スクラム

未臨界確認

原子炉停止機能喪失

NO NO 

YES

(原子炉出力)

(原子炉水位)

(電源) 

(格納容器) 

(二次格納容器)

NO NO 

YES YES

NO NO 

YES YES

YES

ＬＯＣＡ PCV 内漏えい 

YES

NO 

YES

NO 

RSW 

起動

RHR 

起動

崩壊熱除去機能喪失 

（取水機能喪失） 

崩壊熱除去機能喪失 

（残留熱除去系故障）

格納容器除熱 

全交流動力電源喪失

交流電源 

あり

直流電源 

あり

電源確保

全交流動力電源喪失

（直流電源喪失）

原子炉手動

減圧可能

高圧注水 

系統起動 

低圧 ECCS 

起動
高圧・低圧注水機能喪失

L3～L8 維持 

NO 
高圧注水・減圧機能喪失

YES

原子炉隔離時冷却系 

手動起動※５

高圧発電機車による 

非常用高圧母線受電 

（起動失敗の場合）

（起動失敗の場合）

（格納容器ベント(Ｗ／Ｗ)失敗の場合）

（約５分） 

中央制御室換気系起動 

格納容器スプレイ停止※24

（格納容器除熱） 

送水車，水中ポンプ車 

への燃料補給操作 

送水車，水中ポンプ車 

への燃料補給準備 

直流電源正常を確認※８

原子炉ウェル代替注水系 

による原子炉ウェル注水

格納容器ベント準備※21

非常用高圧母線受電準備※15

※20：格納容器スプレイの注水量は 120m3/h とし，格納容器圧力 640kPa[gage]到達で格納容器スプレイを行う。 

格納容器圧力 588kPa[gage]まで低下後，格納容器スプレイを停止する。 

再度，格納容器圧力 640kPa[gage]到達で格納容器スプレイを繰り返す。 

〔確認項目〕 

格納容器代替スプレイ流量計，ドライウェル圧力計，サプレッション・チェンバ圧力計により確認 

※21：〔確認項目〕 

ドライウェル圧力計，サプレッション・チェンバ圧力計により確認 

※22：〔確認項目〕 

ドライウェル水位計により確認 

※23：〔確認項目〕 

ドライウェル圧力計，サプレッション・チェンバ圧力計，ドライウェル水位計，サプレッション・プール水位計 

により確認 

※24：炉心冷却のため，低圧原子炉代替注水系（常設）により，崩壊熱による蒸発量相当の原子炉注水は継続する。 

   〔確認項目〕 

   格納容器代替スプレイ流量計により確認 

（原子炉ウェル注水操作）

（損傷炉心への初期注水操作） 

（損傷炉心への初期注水操作） 

可搬式窒素供給装置

による窒素供給準備

（窒素供給操作） 

水素濃度測定装置 

による水素濃度測定

準備 

（水素濃度測定操作） 
（約 10分） 

第3.4.1-2図 水素燃焼の対応手順概要



44水素燃焼（作業と所要時間）

運転員 1 ■ ガスタービン発電機車の起動，受電操作

復旧班 4 ■ 系統構成～燃料補給

2 ■ 非常用高圧母線への受電操作

【1】 ■ 中央制御室換気系起動操作（中央制御室）

【2】 ■ 中央制御室換気系起動操作（現場）

漏えい箇所隔離操作 【1】 ■ 漏えい箇所隔離操作

【1】
■ 低圧原子炉代替注水系（常設）起動

　 注水弁開操作

アクセスルート復旧時間含む

　　可搬型設備への燃料補給を適宜実施

運転員 【1】 ■ ドライウェルスプレイ弁開操作

復旧班 【2】 ■ 燃料補給

低圧原子炉代替注水系（常設）による原

子炉注水時の燃料補給と同時に実施

フィルタベント開始前に燃料を補給し緊
急時対策所へ退避。

【1】 ■ フィルタベント操作（中央制御室）

2

【2】
■ フィルタベント操作（現場）

－ ■ 要員退避 緊急時対策所及び発電所外へ退避

【1】 ■ フィルタベント操作（中央制御室）

【2】 ■ フィルタベント操作（現場）

：人の移動・準備，操作・確認等

：機器の作動・系統の運転

隔離弁以外（２弁）操作

中央制御室での操作失敗を仮定
2時間

隔離弁操作

中央制御室での操作失敗を仮定
現場操作には移動，退避時間含む

退避場所へ退避

（R/B建物内，移動時間含む）

格納容器の除熱 運転員

10分

2.5時間

10分

解析上，考慮しない作業

2時間
原子炉ウェル代替注水系
による原子炉ウェル注水

復旧班 【12】 ■ ホース敷設／接続，注水

可搬型設備
への燃料補給

を適宜実施

大量送水車の燃料枯渇により

格納容器スプレイ停止

10分

2時間

格納容器代替スプレイ系

による格納容器スプレイ

復旧班 【12】 ■ ホース敷設／接続，注水

フィルタベント開始前に低圧原子炉代替
注水槽を満水にし，緊急時対策所へ退

避。

低圧原子代替注水槽を満水にすることに
より退避期間中も注水を維持できる。【2】 ■ 燃料補給

1時間30分 　準備・燃料抜取り

低圧原子炉代替

注水系（常設）による
原子炉注水

10分

復旧班

14 ■ ホース敷設／接続，注水

3時間50分

　　低圧原子炉代替注水槽

　　への水補給を適宜実施

50分

運転員

10分

中央制御室換気系起動

50分運転員

　　　　　50分

　 　50分
ガスタービン発電機車
による電源確保

10分

フィルタベント

プラント状況確認
運転員

（当直長含）

■ 原子炉スクラム確認

■ 全給水喪失確認

■ 高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系
　 低圧注水系起動失敗確認

■ 原子炉隔離時冷却系起動失敗確認
■ 非常用ディーゼル発電機等起動失敗確認

■ 直流電源正常確認
■ PCV内漏えい確認

■ LOCA時注水機能喪失判断

■ 全交流動力電源喪失判断

10分

74 75 76

手順の項目

要員

【】：他作業後移動
    してきた要員

作業・操作内容

　 原子炉スクラム

　 事象発生

　　　炉心損傷
　　　　　　　　　　　 低圧原子炉代替注水系（常設）による原子炉注水

格納容器スプレイ

28 29 30 71 72 737 8 9 10 26 271 2 3 4 5 6必要な要員と作業項目

経過時間（分） 経過時間（時間）

備考10 20 30 40 50 60

実施後

移動

実施後

移動

実施後

移動

実施後

移動

実施後

移動

実施後

移動

実施後

移動



45水素燃焼（解析結果）

第3.4.2-2(1)図 原子炉水位の推移 第3.4.2-2(2)図 注水流量の推移



46水素燃焼（解析結果）

第3.4.2-2(3)図 格納容器圧力の推移 第3.4.2-2(4)図 格納容器温度の推移



47水素燃焼（解析結果）

第3.4.2-2(5)図 サプレッション・チェンバ水位
の推移

第3.4.2-2(6)図 ドライウェル気相濃度の
推移



48水素燃焼（解析結果）

第3.4.2-2(7)図 サプレッション・チェンバ気相濃度の推移



49３．５ 格納容器直接接触（シェルアタック） 評価結果

格納容器破損モードの特徴
原子炉圧力容器内の溶融炉心が原子炉格納容器内の床上へ流れ出す時に、溶融
炉心が床面で拡がり原子炉格納容器の壁に直接接触することによって、原子炉格納
容器が破損する。

格納容器破損防止の基本的考え方
格納容器直接接触（シェルアタック）については，ＢＷＲ Ｍａｒｋ－Ⅰ格納容器に特有
の事象であり，島根原子力発電所２号炉のようなＭａｒｋ－Ⅰ改良型格納容器では，格
納容器の構造上，ペデスタル床に落下したデブリが直接格納容器と接触する可能性
はなく，格納容器直接接触（シェルアタック）は発生しない。



50格納容器直接接触（シェルアタック）

島根２号炉（Ｍａｒｋ－Ⅰ改良型）の格納容器概要図

ペデスタル床上に堆積する溶融デ
ブリ体積は100％炉心落下を想定
しても，デブリ堆積高さはペデス
タル床からペデスタル開口部下端
までの高さよりも低いため，ドラ
イウェル床に溶融デブリが拡がる
ことはない。



51３．６ 溶融炉心・コンクリート相互作用 評価結果

格納容器破損モードの特徴
安全機能の喪失が重畳して，圧力容器内の溶融炉心が格納容器内の床上へ流出
し，緩和措置がとられない場合には，溶融炉心からの崩壊熱や化学反応によって，格
納容器床のコンクリートが侵食され，格納容器の構造部材の支持機能が喪失し，格納
容器破損に至る。

格納容器破損防止の基本的考え方
圧力容器破損前のペデスタル代替注水系によるペデスタル注水によって十分なペデ
スタルの水量及び水位を確保し，溶融炉心の落下後は崩壊熱等を上回るペデスタル
注水を行い，溶融炉心の冠水を維持することによって，格納容器破損の防止を図る。

 評価結果 有効
・ペデスタルのコンクリート侵食量
床面：最大約0.12m，壁面：最大約0.10m（判定基準：コンクリート厚さ以下）

・事故評価シーケンス，要員，水源，燃料，電源
「（3.2）高圧溶融物放出／格納容器雰囲気直接加熱」と同様



52溶融炉心・コンクリート相互作用（解析結果）

第3.6.2-1(1)図 ペデスタルの壁面及び床面の侵食量の推移


